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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年５月２１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 同乗者負傷 

発生日時 平成２６年８月１６日 １６時３０分ごろ 

発生場所 広島県江田島市長島南東岸沖 

 伝太郎
で ん たろ う

鼻
はな

灯台から真方位３１３°３,６００ｍ付近 

 （概位 北緯３４°０７.８２′ 東経１３２°２５.１５′） 

事故調査の経過  平成２６年８月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート JUN
ジュン

Ⅱ、５トン未満 

 ２７０－３０５７１広島、個人所有 

 ６.５７ｍ（Lr）×１.８６ｍ×０.７３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２６.４８kＷ、昭和６１年３月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３１歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２３年５月１１日 

  免許証交付日 平成２３年５月１１日 

         （平成２８年５月１０日まで有効） 

同乗者 男性 不詳 

 死傷者等 重傷 １人（同乗者） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、長島南東岸沖

で錨泊中、船長が機関を後進にかけたところ、平成２６年８月１６日

１６時３０分ごろ、船尾近くの海面から本船に戻ろうとしていた同乗

者がプロペラに接触して負傷した。 

 同乗者は、搬送された病院で右大腿部裂傷と診断された。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期 

 その他の事項  船長及び同乗者は、救命胴衣を着用していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

不明 

不明 
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 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

不明 

 本船は、長島南東岸沖で錨泊中、船長が機関を後進にかけたことか

ら、船尾近くの海面から本船に戻ろうとしていた同乗者がプロペラに

接触して負傷した可能性があると考えられるが、船長及び同乗者から

情報が得られなかったため、同乗者が負傷に至った状況を明らかにす

ることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、長島南東岸沖で錨泊中、船長が機関を後進にか

けたため、船尾近くの海面から本船に戻ろうとしていた同乗者がプロ

ペラに接触したことにより発生した可能性があると考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・機関を使用する際には、本船付近の海面を確認すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          

事故発生場所 

（平成２６年８月１６日  

１６時３０分ごろ発生） 

長島 

呉市 

倉橋島 

江田島市 

能美島 

伝太郎鼻灯台 


